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 先週は円高というかドル安がかなり進行しました。 

中国が米国債を買うのを控えるとコメントして以来、ドル安の流れが止まりません。 

 米国はドル安が急激に進むことは懸念しているようですがドル安自体は米国の貿易には

プラスに働くのでそこまで問題にはしてないようにも見えます。 

 今週は、この流れが止まるかどうかがですが米国で指標発表が多いので動きに注意。 

株価はまだ堅調ですが株価が大きく下げてくるとドル安加速の危険性もありそうです。 

  

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１０８円台前半まで大きく下げてきました。 

１０８円を割り込むと昨年９月安値の１０７．３円あたりが視野に入ってくるので注意が

いります。１０９．８円を超えてくると下値リスクはおさまりそうです。 

   

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円はドル／円ほどは下落していませんが日足で見ると少し調整入りのリスクがあ

りそうです。 

 大きく下落していくというより、ある程度の調整が終われば上昇していく可能性がある

ため安くなれば買いのチャンスと考えたいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、米国では個人消費、ＡＤＰ全国雇用者数、シカゴ購買部協会景気指数、ＦＯＭ

Ｃ政策金利発表、ＩＳＭ製造業景況指数、雇用統計、ミシガン大学消費者信頼感指数など

が発表されます。 

欧州ではユーロ圏で１０－１２月期ＧＤＰ（速報）、ユーロ圏とドイツで消費者物価指数、

ドイツで小売売上高などがあります。 

ほかには、中国で製造業ＰＭＩの発表などがあります。 


